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1辺の長さが 1の正四面体 OABCを考え，−→
OA =

−→
a，−→

OB =
−→
b，−→

OC =
−→
c とする。

動点 Pは Oから Aへ辺 OA上を秒速 1で，動点 Qは Aから Bへ辺 AB上を秒速 1
2

で，動点 Rは Bから Cへ辺 BC上を秒速 1で，動点 Sは Cから Oへ辺 CO上を秒速
1
2
で，同時に動き出す。

(1) 動き出してから t秒後 (0 ≦ t ≦ 1)のベクトル−→
OP，−→

OQ，−→
OR，−→

OSを−→
a，−→

b，−→
c

および tを用いて表せ。

(2) 線分 PRと線分 QSが交点Mをもつときの t (0 ≦ t ≦ 1)の値を求め，ベクトル
−−→
OMを −→

a，−→
b，−→

c を用いて表せ。


